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資料 5.2.1 協力依頼状：本文 

 

平成２４年８月吉日 

学校長殿 

 

東北大学大学院教育学研究科 

教授 柴山 直 

 

 

文部科学省「全国的な学力調査の調査手法における技術的課題に関する調査研究」 

ご協力のお願い 

 

 

「全国的な学力調査の調査手法の在り方等の検討に関する専門家会議」が平成 23 年 3 月

に取りまとめた「平成 23 年以降の全国的な学力調査の在り方に関する検討のまとめ」にあ

りますように、新たな分析を可能とする調査研究を行い、それを全国的な学力調査へ適用

した場合の問題点等について検討し、技術的課題を明らかにすることで、今後の学力調査

への適用可能性を探ることを行う目的で、下記のような調査研究事業を、平成 23 年度に引

きつづき、東北大学大学院教育学研究科において実施することになりました。ご多忙中誠

に恐れ入りますが、調査にご協力をお願いできれば幸いに存じます。 

 

記 

 

件  名：文部科学省「全国的な学力調査の調査手法における技術的課題 

に関する調査研究」 

内  容：分冊方式による数学・国語および質問紙調査の実施 

対象学年：中学校第３学年 

調査期間：平成 24 年 10 月 1 日～平成 24 年 10 月 12 日 

調査時間：各教科１単位時間内、質問紙調査については 15 分程度 

調査方法：別紙「調査実施の手引き」による 

 

（注）なお、本調査の実施にあたって、調査問題の印刷・配送・回収・採点等は株式会社

教育測定研究所（東京都港区北青山 3-2-4 日新青山ビル 5F）に委託しております。 

 

以上 
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資料 5.2.2 協力依頼状：別紙１：調査実施の手引き 

 

別紙１ 

 

文部科学省「全国的な学力調査の調査手法における技術的課題に関する調査研究」 

調査実施の手引き 

 

１．調査目的 

 この調査は、中学校第３学年の生徒を対象に学習指導要領に基づく数学・国語の教科調

査及び教師を対象とした質問紙調査を行います。調査問題は、各教科７種類の問題冊子を

生徒一人ひとりに割り当てて行います。問題は、他の問題冊子と同じ問題と分冊独自の問

題で構成され、全体で学習指導要領の広範囲の問題を出題できるように設計されています。

生徒は学習指導要領の一部の問題に解答することで、解答しなかった問題の正答率予測を

行うことも可能になります。 

 

２．調査スケジュール 

 ①調査対象学級及び対象人数の確認（平成 24 年 9 月 2 日～7 日） 

  今回の調査対象となる御校の学級数、生徒人数、調査実施予定日、ご担当者連絡先に

ついて、別紙２に必要事項をご記入の上、9 月 7 日までに委託業者にファクスにてご返信

ください。 

 

 ②調査問題の配送（実施日の２営業日前まで） 

  御校で行われる国語と数学の調査資材が、調査対象人数分（予備数を含む）委託業者

から宅配便（ヤマト運輸）によって届けられます。調査資材が届きましたら、同封され

る資材明細と内容が一致しているかどうかご確認ください。万一、実施日前日の午後 1

時までに調査資材が届かない場合または調査資材に不足等があった場合は、下記の委託

業者にご連絡ください。 

 

 ③調査の実施（平成 24 年 10 月 1 日～12 日） 

  調査用紙は数学と国語がそれぞれ 7 種類あります。生徒には一人１種類の調査用紙が

あたるよう配布してください。なお、本調査では個人情報保護の観点から生徒の氏名を

取得いたしませんので、解答用紙には「組」「出席番号」「性別」のみ記入するようご

指導ください。調査結果は、この「組」「出席番号」「性別」を記載して返却されます。 

  なお、合わせてお送りする教師用質問紙調査もお答えください。 

 

 ④解答済みの調査問題の返却（平成 24 年 10 月 15 日まで） 

  調査が終了いたしましたら、配送時に届けられた段ボール箱に解答済みの解答用紙と

調査用紙及び使用しなかった調査用紙を入れて、配送時に同封されていた返送用の宅配 
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便伝票を使って、委託業者宛てご返送ください。（配送業者の電話番号は宅配便伝票に

記載されています。） 

 ※当日の生徒の遅刻・早退の場合の対応について 

  当日、生徒が遅刻・早退等で決められた解答時間を確保できなかった場合は、解答用

紙を回収の上、「実施監督報告書」に該当生徒の「組」「出席番号」「性別」をご記入

ください。 

 ※欠席生徒の対応について 

  調査当日欠席した生徒にたいして、後日、調査を実施する場合は、実施期間内の 10 月

12 日までに調査を行ってください。返却につきましては、該当生徒の調査が終了してか

ら、全てまとめてご返却ください。 

 

 ⑤調査に関する問い合わせ（平成 24 年 10 月 1 日から平成 24 年 12 月下旬まで） 

  調査問題の配送・回収についてご不明な点がございましたら、下記の委託業者問い合

わせ窓口までご連絡ください。なお、調査問題の内容に関するお問い合わせにはお答え

できませんのでご留意ください。また、調査用紙返却後に委託業者から返却資材等につ

いてお問い合わせさせていただく場合がございますので、その際はご対応をお願いいた

します。 

 

 ⑥個人票の送付について（平成 24 年 11 月下旬） 

  今回の調査結果として、生徒の解答状況を記載した個人票を 11 月下旬に委託業者が御

校にお届けいたします。万一、12 月上旬になっても個人票が届かない場合は、下記の委

託業者あてにご連絡ください。 

 

３．お問い合わせ先 

 ○本調査の目的等全般に関わるお問い合わせ先 

    〒980-8576 仙台市青葉区川内 27-1 

東北大学大学院教育学研究科 教授 柴山 直 

    Tel & Fax  022-795-3738   e-mail: sibayama@sed.tohoku.ac.jp 

 

 ○調査資材の配送・回収等に関わるお問い合わせ先（委託業者） 

    〒107-0061 東京都港区北青山 3-2-4 日新青山ビル 5 階 

  株式会社 教育測定研究所 

 TOC 上原 由起子 

    Tel 03-5775-9079    Fax 03-5775-9089  

（お問い合わせ対応：土日祭日を除く午前 10 時～午後 5 時） 
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資料 5.2.3 協力依頼状：別紙２：確認用紙 

別紙２ 

 

文部科学省「全国的な学力調査の調査手法における技術的課題に関する調査研究」 

調査対象学級及び対象人数の確認用紙 

 

 

 ※今回の調査対象となる御校の学級数、生徒人数、調査実施開始予定日、ご担当者連絡

先について、下記の太枠内に必要事項をご記入の上、9 月 7 日までに委託業者にファクスに

てご返信ください。 

 

学番  ※記入不要です 

学校名 
 

 

 

対象学級数 
 調査対象の学級数をご記入くださ

い。 

対象人数 
 調査対象の生徒数をご記入くださ

い。 

調査実施 

開始予定日 
10 月   日（  ）予定 

調査実施開始予定月日をご記入く

ださい。 

ご担当者名 
 連絡先ご担当者名をご記入くださ

い。 

連絡先 TEL 

 連絡先電話番号をご記入くださ

い。 

 

連絡先 FAX 
 連絡先 FAX 番号をご記入くださ

い。 

連絡先

e-mail 

 可能ならば連絡先電子メールアド

レスをご記入ください。 

 

ファクス送付先：株式会社 教育測定研究所 

  TOC 上原 

     Fax 03-5775-9089  
 

 

 

 

 

 

＜教育測定研究所：個人情報の取り扱いについて＞ 
いただいた個人情報は、本調査の資材送付・お問い合わせの際に用いる目的にのみ利用いたします。ご登録いただいた個人情報はご本人の同意なく
第三者へ提供することはございません。弊社の個人情報保護方針については、以下のホームページをご覧ください。 
http://www.jiem.co.jp/privacy/index.html 
＜個人情報苦情及び相談窓口＞ 
株式会社 教育測定研究所 個人情報取り扱いに関する苦情・相談窓口 電話：03-5775-9093 E-mail：contact@jiem.co.jp 
午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（土・日曜日、祝祭日、年末年始は除く） 

http://www.jiem.co.jp/privacy/index.html
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資料 5.2.4 協力依頼状：学校質問紙調査 
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資料 5.2.5 協力依頼状：生徒質問紙調査 
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